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特
定
健
診
受
診
率
59・７
％

職
業
病
（
ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
）
対
策
の
取
り
組
み

歳入 平均被保険者数＝

歳出

剰余金の処分

平成26年度歳入歳出決算
12,708人

科　　　　目 収入済額(円) 構成率(％)
被保険者1人

当たり(円)

国民健康保険料

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

前期高齢者交付金

共同事業交付金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

県 支 出 金

諸 収 入

合　　　　計

科　　　　目 支出済額（円） 構成率(％)
被保険者1人

当たり(円)

組 合 会 費

総 務 費

保 険 給 付 費

後期高齢者支援金等

前期高齢者納付金等

老人保健拠出金

介 護 納 付 金

共同事業拠出金

保 健 事 業 費

積 立 金

諸 支 出 金

合　　　　計

区　　　分 総　額(円)
被保険者1人

当たり(円)

歳 入 歳 出 差 引 剰 余 金

給付費等支払準備金積立額

財政調整基金積立額

翌 年 度 繰 越 額

財　　産　　目　　録
平成27年3月31日現在

不動産及び備品 取得価格(円) 備　　　　考

処
分
内
容

特 別 積 立 金 積 立 額

土　　　地 最終登記日:S55.2.13
（宅地・会館敷地） 630.05㎡(191坪) 

土　　　地 最終登記日：H20.7.8
（雑種地・駐車場） 702.00㎡(212坪) 

建　　　　物
最終登記日：H12.4.4
持分登記　　271.86㎡/739.30㎡(37%)

備　　　　品

平成25年度末 　　　　197点
12,517,681円

平成26年度中増 　　　　1点
18,350円

法定積立金

支払準備金

平成26年度中減　　　　 3点
465,821円

積　立　金 金　　額(円) 被保険者1人
当たり(円) 備　　　考

規約に基づく積立
金

特別積立金
法定積立金

保有率　122.30％ 

給 付 費 等

小　　　　計
前年度比 51.25％
増

保有率  113.20％ 

財政調整基金
財政調整基金規程
に基づく積立金

退職積立金

　

７
月
24
日
㈮
午
前
10
時

か
ら
、
本
部
会
館
に
お
い

て
、組
合
会
議
員
30
人
（
委

任
状
提
出
者
３
人
を
含

む
。）、
中
西
孝
司
理
事
長

（
中
讃
地
方
）、
竹
井
喜

代
志
副
理
事
長
（
高
松
）、

堀
田
健
三
副
理
事
長
（
中

讃
地
方
）、
十
河
忠
勝
監

事
（
南
部
・
議
員
兼
職
）

の
出
席
で
７
月
通
常
組
合

会
が
開
催
さ
れ
、
中
川
一

郎
議
長
（
大
川
）
と
吉
田

明
則
副
議
長
（
高
松
）
の

議
事
進
行
に
よ
り
、
平
成

26
年
度
の
事
業
報
告
と
歳

入
歳
出
決
算
状
況
の
ご
確

認
を
い
た
だ
き
、
す
べ
て

の
議
案
が
認
定
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

■
被
保
険
者
数
の
動
向　

　

平
成
26
年
度
の
年
間
平

均
組
合
員
数
は
、
５
６
９

３
人
で
、
前
年
度
に
比
べ

て
17
人
減
少
し
ま
し
た
。

家
族
数
は
、
７
０
１
５
人

で
、
２
２
７
人
減
少
し
ま

し
た
。
合
計
被
保
険
者
数

は
、
１
万
２
７
０
８
人
で
、

２
４
４
人
減
少
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
国
庫
補
助
率

の
低
い
組
合
特
定
被
保
険

者
数
は
、
前
年
度
比
85
人

増
の
１
５
３
３
人
、
被
保

険
者
数
に
占
め
る
割
合
は
、

12
・
１
％
で
、
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
末
の
組
合

員
の
平
均
年
齢
は
、
50
・

07
歳
（
前
年
度
比
０
・
09

歳
減
）
で
し
た
。

■
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
の
実
施
状
況

　

平
成
26
年
度
の
特
定
健

康
診
査
の
受
診
率
は
、
59

・
７
％
で
し
た
。
支
部
と

の
連
携
に
よ
る
電
話
や
訪

問
に
よ
る
受
診
勧
奨
、
前

年
度
未
受
診
者
に
対
す
る

受
診
勧
奨
、
か
か
り
つ
け

医
を
通
じ
て
の
受
診
勧
奨

の
ほ
か
、
バ
ス
健
診
の
追

加
実
施
な
ど
に
取
り
組
み

ま
し
た
が
、
受
診
率
は
、

前
年
度
（
58
・
９
％
）
に

比
べ
て
０
・
８
ポ
イ
ン
ト

の
増
に
と
ど
ま
り
、
目
標

値
の
70
％
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
ま
す
。
特
に
40
歳

台
は
、
45
％
と
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。
目
標
値
に
達

し
た
支
部
は
、
牟
礼
、
三

豊
、
仁
尾
、
西
讃
、
池
田

の
５
支
部
で
し
た
。

　

特
定
保
健
指
導
の
実
施

率
は
、
５
月
末
現
在
で
５

・
７
％
で
、
11
月
の
法
定

報
告
時
に
は
13
％
程
度

（
前
年
度
16
・
８
％
）
と

な
る
見
込
み
で
す
が
、
目

標
値
の
30
％
に
は
大
き
く

及
び
ま
せ
ん
。

■
歳
入
の
状
況

　

月
額
保
険
料
が
据
置
き

だ
っ
た
国
民
健
康
保
険
料

の
収
納
額
は
、
前
年
度
と

比
べ
て
１
８
７
９
万
円
、

１
・
１
％
減
の
17
億
２
６

９
２
万
円
で
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
（
国
か
ら

の
補
助
金
収
入
）
は
、
前

年
度
と
比
べ
て
１
億
１
０

３
８
万
円
、
５
・
４
％
減

の
19
億
３
４
３
６
万
円
で

し
た
。

■
歳
出
の
状
況

　

保
険
給
付
費
の
う
ち
、

療
養
給
付
費（
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
医
療
費
）は
、
前

年
度
と
比
べ
て
３
４
１
５

万
円
、
１
・
８
％
減
の
18

億
３
２
８
０
万
円
で
し
た
。

被
保
険
者
一
人
当
た
り
の

療
養
給
付
費
は
、
14
万
４

２
２
４
円
で
、
前
年
度
と

比
べ
る
と
０
・
１
％
の
増

加
で
、
２
年
連
続
の
減
少

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
と

介
護
納
付
金
は
、
被
保
険

者
数
減
の
影
響
で
減
少
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
前
期

高
齢
者
納
付
金
は
、
65
歳

以
上
被
保
険
者
数
の
増
等

の
影
響
で
、
大
幅
に
減
少

し
ま
し
た
。

■
歳
入
歳
出
差
引
剰
余
金

と
実
質
単
年
度
収
支

  

歳
入
歳
出
差
引
剰
余
金

は
、
前
年
度
と
比
べ
て
２

９
０
１
万
円
増
の
５
億
５

６
７
７
万
円
で
し
た
。
実

質
単
年
度
収
支
は
、
黒
字

額
が
前
年
度
の
１
億
８
５

０
５
万
円
か
ら
さ
ら
に
増

加
し
、
２
億
５
５
６
９
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

■
法
定
積
立
金
等
の
状
況

　

平
成
25
年
度
決
算
剰
余

金
処
分
に
よ
り
、
法
定
積

立
金
の
保
有
率
は
、
３
年

ぶ
り
に
１
０
０
％
を
超
え

ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
決
算
に
お

い
て
は
、
不
測
の
医
療
費

増
加
や
大
規
模
災
害
時
の

保
険
料
減
免
の
財
源
等
と

し
て
、
財
政
調
整
基
金
に

２
億
円
を
積
み
立
て
る
こ

と
と
し
、
残
り
を
翌
年
度

に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

【
人
間
ド
ッ
ク
契
約
変
更

の
お
知
ら
せ
】

　

健
診
機
関
の
都
合
に
よ

り
、
髙
松
医
療
セ
ン
タ
ー

の
人
間
ド
ッ
ク
と
脳
ド
ッ

ク
、
回
生
病
院
の
脳
ド
ッ

ク
は
、
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

　

香
建
国
保
で
は
、
建
設

業
の
職
業
病
で
あ
る
ア
ス

ベ
ス
ト
疾
患
対
策
と
し
て
、

二
つ
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。　

  

一
つ
は
、
胸
部
Ｘ
線
画

像
の
再
読
影
事
業
で
、
バ

ス
健
診
等
で
実
施
し
た
胸

部
Ｘ
線
検
査
の
画
像
を
専

門
医
に
再
度
チ
ェ
ッ
ク
し

て
も
ら
い
、
ア
ス
ベ
ス
ト

ば
く
露
の
所
見
の
あ
る
方

に
結
果
を
通
知
す
る
と
と

も
に
、
二
次
検
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
二
次
検
診

で
は
、
専
門
医
の
診
察
や

呼
吸
機
能
検
査
の
ほ
か
、

ア
ス
ベ
ス
ト
に
関
す
る
知

識
や
進
行
予
防
対
策
に
関

す
る
講
習
、
職
歴
の
聴
き

取
り
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
条
件
を
満

た
す
方
は
、
国
の
制
度
で

年
２
回
の
健
康
診
断
を
無

料
で
受
け
ら
れ
る
石
綿
健

康
管
理
手
帳
の
交
付
申
請

を
し
ま
す
。
バ
ス
健
診
を

申
し
込
ん
だ
組
合
員
の
皆

様
に
簡
単
な
質
問
票
を
お

送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
記
入
の
う
え
必
ず
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　

も
う
一
つ
は
、
レ
セ
プ

ト
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
ア
ス

ベ
ス
ト
疾
患
の
掘
り
起
こ

し
で
す
。
病
名
や
治
療
内

容
が
記
載
さ
れ
た
レ
セ
プ

ト
と
い
う
書
類
が
、
毎
月

医
療
機
関
か
ら
組
合
へ
送

ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
中

か
ら
、
肺
癌
や
中
皮
腫
な

ど
ア
ス
ベ
ス
ト
が
原
因
と

疑
わ
れ
る
も
の
を
抽
出
し

て
、
対
象
者
に
通
知
し
、

専
門
医
に
よ
る
診
察
や
Ｃ

Ｔ
画
像
の
読
影
、
詳
し
い

職
歴
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

そ
の
結
果
、
労
災
に
認
定

さ
れ
る
可
能
性
の
高
い
方

に
つ
い
て
、
労
災
申
請
を

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
、
９
件
の

健
康
管
理
手
帳
交
付
申
請

と
５
件
の
労
災
申
請
を
し
、

す
べ
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ご
自
身
の
病
気
や
職
歴
で

不
安
の
あ
る
方
は
、
組
合

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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